
(57)【要約】
【課題】　　基本塗材に添加する液体顔料の配合量を色の濃度によって変えることなく、
淡い色から濃い色まで再現することのできる多色展開可能な鏝塗り材を提供する。
【解決手段】　　骨材１００重量部に対し酸化チタンを０．５～１．５重量部を配合して
鏝塗り基本塗材を作製し、鏝塗り基本塗材１００重量部に対し、顔料を２０～５０重量％
含有する水溶液化した液体顔料を３～７重量部の割合で添加し、骨材１００重量部に対す
る酸化チタンと顔料の総量を２．０～５．０重量部としたことにより、多色展開可能な鏝
塗り材が得られる。
【選択図】　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
骨 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 酸 化 チ タ ン を ０ ． ５ ～ １ ． ５ 重 量 部 を 配 合 し て 鏝 塗 り 基 本 塗 材 を
作 製 し 、 鏝 塗 り 基 本 塗 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 顔 料 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 水 溶 液 化
し た 液 体 顔 料 を ３ ～ ７ 重 量 部 の 割 合 で 添 加 し 、 骨 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る 酸 化 チ タ ン と 顔
料 の 総 量 を ２ ． ０ ～ ５ ． ０ 重 量 部 と し た こ と を 特 徴 と す る 多 色 展 開 可 能 な 鏝 塗 り 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 施 工 現 場 に お い て 基 本 塗 材 に 液 体 顔 料 を 添 加 す る こ と に よ り 、 鏝 塗 り 面 の
色 彩 を 変 化 さ せ る 鏝 塗 り 材 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 従 来 再 現 す る こ と の 出 来 な か っ た 濃
い 色 彩 の 塗 面 を 提 供 す る こ と の で き る 多 色 展 開 可 能 な 鏝 塗 り 材 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る よ う に 、 鏝 塗 り 材 に 各 種 顔 料 を 添 加 し 、 鏝 塗 り 面 の 色 彩 を
変 化 さ せ た も の が 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 鏝 塗 り 材 は 配 合 す る 顔 料 の 色 彩 を 変 化 す る こ
と に よ り 、 所 望 の 色 彩 を 再 現 し 、 施 主 の 好 み の 色 彩 に 対 応 し 得 る も の で あ る 。
　 し か し な が ら 、 色 彩 の 好 み は 多 様 化 し て お り 、 予 め 顔 料 を 配 合 し た 鏝 塗 り 材 で あ れ ば 、
多 く の 種 類 の 色 毎 の 鏝 塗 り 材 の 在 庫 を 用 意 し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 色 彩 の 多 様 化 に 対 応 す べ く 、 顔 料 が 添 加 さ れ て い な い 基 本 塗 材 を 用 意 し 、 こ の 基
本 塗 材 に 液 体 顔 料 を 添 加 す る こ と に よ り 、 所 望 の 色 彩 を 再 現 す る も の が 提 案 さ れ て い る 。
液 体 顔 料 に よ っ て 鏝 塗 り 材 を 着 色 す る こ と に よ り 、 色 毎 の 鏝 塗 り 材 を 予 め 用 意 す る 必 要 が
無 く 、 基 本 塗 材 を 在 庫 し て お く だ け で 済 む 。 ま た 、 液 体 顔 料 は 、 基 本 塗 材 へ の 分 散 性 が 良
好 で あ り 、 色 む ら の 発 生 を 抑 制 し 、 施 工 現 場 で の 配 合 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 液 体 顔 料 を 使 用 す る 鏝 塗 り 材 と し て は 、 砂 、 土 等 の 骨 材 （ 基 材 ） に 酸 化 チ タ ン を 配 合 し
て 白 色 の 基 本 塗 材 を 作 製 し 、 こ の 白 色 基 本 塗 材 に 施 工 現 場 に お い て 、 液 体 顔 料 を 添 加 し て
着 色 し た 鏝 塗 り 材 が 知 ら れ て い る 。
　 酸 化 チ タ ン を 鏝 塗 り 材 に 配 合 す る と 、 下 地 や 他 の 原 料 骨 材 に 対 す る 隠 蔽 作 用 と 塗 材 自 身
の 明 度 を 上 げ る 作 用 効 果 が 得 ら れ る の で 、 白 色 基 本 塗 材 に は 通 常 ２ ～ ４ 重 量 ％ 程 度 の 酸 化
チ タ ン が 配 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 白 色 基 本 塗 材 に 液 体 顔 料 を 添 加 し て 着 色 す る 場 合 、 酸 化 チ タ ン が 白 色 で あ る た め 、 淡 い
色 を 再 現 す る 場 合 は 、 少 量 の 顔 料 を 添 加 す れ ば よ い が 、 濃 い 色 を 再 現 す る 場 合 、 多 量 の 顔
料 を 配 合 し な け れ ば 所 望 の 色 彩 が 再 現 で き な い も の で あ っ た 。
　 従 っ て 、 濃 い 色 は 淡 い 色 と 比 べ て 大 量 の 液 体 顔 料 が 必 要 と な る の で 、 液 体 顔 料 の 量 を 変
え ず に 鏝 塗 り 材 を 多 色 展 開 し よ う と す る と 、 極 端 な 濃 色 は 再 現 が 困 難 で あ り 、 淡 い 色 し か
再 現 で き な い も の で あ っ た 。
　 一 方 、 色 の 濃 度 に よ っ て 液 体 顔 料 の 配 合 量 を 調 整 す れ ば 、 多 色 展 開 が 可 能 と な る が 、 施
工 現 場 で の 取 り 扱 い の 利 便 性 を 考 え る と 、 色 の 濃 度 に 関 わ ら ず 一 定 量 の 液 体 顔 料 を 添 加 で
き る 方 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 例 え ば 、 社 団 法 人 日 本 塗 料 工 業 会 発 行 の 塗 料 用 標 準 色 色 見 本 帳 (２ ０ ０ １ 年 度 版 )記 載 の
「 Ａ １ ９ － ４ ０ Ｄ 」 （ こ げ 茶 色 ） 〔 以 下 、 「 Ａ １ ９ － ４ ０ Ｄ 」 と い う 〕 と い う 濃 い 色 を 再
現 す る 場 合 、 骨 材 を 隠 蔽 す る た め に 酸 化 チ タ ン を ２ 重 量 ％ 配 合 し た 白 色 基 本 塗 材 １ ０ ０ 重
量 部 に 対 し 、 顔 料 を ５ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 水 溶 液 化 し た 液 体 顔 料 を １ ０ 重 量 部 添 加 す る 必 要
が あ る 。 基 本 塗 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る 酸 化 チ タ ン と 顔 料 の 配 合 量 が ５ 重 量 部 を 超 え る と
、 水 練 り 後 の 粘 度 が 大 き く 、 鏝 塗 り 作 業 性 が 極 端 に 悪 化 す る と 共 に 、 乾 燥 後 の 仕 上 げ 面 に
ク ラ ッ ク が 生 じ る 等 の 不 具 合 が 発 生 す る も の で あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 水 溶 液 化 し た 液 体 顔 料 に 含 ま れ る 顔 料 の 配 合 割 合 を 多 く す れ ば 、 液 体 顔 料 の 量
を 変 え な く て も 濃 い 色 の 再 現 が 可 能 で あ る が 、 液 体 顔 料 に お け る 顔 料 の 配 合 割 合 が ５ ０ 重
量 ％ を 超 え る と 、 顔 料 の 分 散 性 が 低 下 し 、 顔 料 の 塊 が 仕 上 げ 面 に 表 出 し て 色 む ら が 発 生 す
る 等 外 観 の 悪 化 を 招 く も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 、 淡 い 色 の 社 団 法 人 日 本 塗 料 工 業 会 発 行 の 塗 料 用 標 準 色 色 見 本 帳 (２ ０ ０ １ 年 度 版 )
記 載 の 「 Ａ １ ９ － ９ ０ Ｄ 」 （ 肌 色 ） 〔 以 下 、 「 Ａ １ ９ － ９ ０ Ｄ 」 と い う 〕 を 再 現 し よ う と
し た 場 合 、 白 色 基 本 塗 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 顔 料 を ５ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 液 体 顔 料 ２ 重 量 部
で 再 現 可 能 で あ る こ と か ら 、 濃 い 色 を 再 現 す る 場 合 と 比 較 し て 液 体 顔 料 の 配 合 量 が 大 き く
相 違 す る た め 、 施 工 現 場 で の 取 扱 い が 煩 雑 に な る と 共 に 、 液 体 顔 料 の コ ス ト 的 な 格 差 が 大
き く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ５ ８ ０ ９ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 基 本 塗 材 に 添 加 す る 液 体 顔 料 の 配 合 量 を 色 の 濃 度 に よ っ て 変 え る こ と
な く 、 淡 い 色 か ら 濃 い 色 ま で 再 現 す る こ と の で き る 多 色 展 開 可 能 な 鏝 塗 り 材 を 提 供 す る こ
と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 者 等 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み 鋭 意 検 討 を 重 ね た 結 果 、 骨 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し
酸 化 チ タ ン を ０ ． ５ ～ １ ． ５ 重 量 部 を 配 合 し て 鏝 塗 り 基 本 塗 材 を 作 製 し 、 鏝 塗 り 基 本 塗 材
１ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 顔 料 を ２ ０ ～ ５ ０ 重 量 ％ 含 有 す る 水 溶 液 化 し た 液 体 顔 料 を ３ ～ ７ 重
量 部 の 割 合 で 添 加 し 、 骨 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る 酸 化 チ タ ン と 顔 料 の 総 量 を ２ ． ０ ～ ５ ．
０ 重 量 部 と し た こ と に よ り 、 液 体 顔 料 の 添 加 量 を 変 え ず に 多 色 展 開 が 可 能 に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 多 色 展 開 可 能 な 鏝 塗 り 材 に よ れ ば 、 基 本 塗 材 に 対 し 液 体 顔 料 の 添 加 量 を 変 え る こ
と な く 、 広 範 な 濃 度 の 色 を 付 与 す る こ と が で き 、 施 工 作 業 性 も 悪 化 す る こ と の な い 鏝 塗 り
材 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 実 施 に あ た り 、 基 本 塗 材 に は 酸 化 チ タ ン の ほ か に 、 骨 材 、 増 粘 剤 、 バ イ ン ダ ー
が 配 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 骨 材 は 、 硅 砂 ・ 硅 石 紛 ・ 珪 藻 土 ・ 蝋 石 ・ 炭 酸 カ ル シ ウ ム ・ カ オ リ ン な ど で あ り 、 粒 径 が
０ ． １ ～ １ ． ２ ｍ ｍ の 範 囲 の も の が 使 用 さ れ る 。 １ ． ２ ｍ ｍ を 上 回 る と 鏝 塗 り 作 業 性 が 悪
化 し 、 逆 に ０ ． １ ｍ ｍ を 下 回 る と 、 塗 面 の 風 合 い が ペ イ ン ト 調 に な っ て し ま い 重 量 感 が 無
く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 増 粘 剤 は 、 メ チ ル セ ル ロ － ス （ Ｍ Ｃ ） 、 カ ル ボ キ シ メ チ ル セ ル ロ － ス （ Ｃ Ｍ Ｃ ） 、 ヒ ド
ロ キ シ エ チ ル セ ル ロ ー ス （ Ｈ Ｅ Ｃ ） 、 角 又 糊 な ど で あ り 、 骨 材 １ ０ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て ３
～ １ ０ ０ 重 量 部 の 割 合 で 使 用 さ れ る 。 増 粘 剤 の 配 合 量 が １ ０ ０ 重 量 部 を 超 え る と 、 粘 度 が
極 端 に 高 く な る た め 、 粘 度 を 低 く 抑 え る た め に 水 を 多 量 に 配 合 し な け れ ば な ら ず 、 乾 燥 後
の ク ラ ッ ク の 発 生 や 乾 燥 不 良 の 原 因 と な る 。 ま た 、 配 合 量 が ３ 重 量 部 を 下 回 る と 、 粘 度 が
足 り な く な り 、 鏝 塗 り 作 業 性 が 悪 化 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 バ イ ン ダ ー は 、 酢 酸 ビ ニ ル 、 ア ク リ ル 、 ベ オ バ な ど の エ マ ル シ ョ ン 樹 脂 も し く は 漆 喰 ・
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セ メ ン ト な ど で あ る 。 エ マ ル シ ョ ン 樹 脂 の 使 用 量 に つ い て は 、 粒 状 骨 材 １ ０ ０ ０ 重 量 部 に
対 し て 樹 脂 固 形 分 換 算 で １ ０ ～ ２ ０ ０ 重 量 部 の 割 合 で 配 合 す べ き で あ り 、 樹 脂 固 形 分 が を
２ ０ ０ 重 量 部 を 超 え る と 、 水 練 り し た 際 の 粘 度 が 高 く な り す ぎ て 作 業 性 を 悪 化 さ せ る 、 ま
た 、 １ ０ 重 量 部 を 下 回 る と 塗 面 の 強 度 確 保 が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 基 本 塗 材 に 配 合 す る 酸 化 チ タ ン の 配 合 量 が ０ .５ 重 量 部 を 下 回 る と 、 淡 い 色 を 再 現 す る
場 合 、 液 体 顔 料 に 含 ま れ る 顔 料 の 量 も 少 な く な る の で 、 基 本 塗 材 に 含 ま れ る 骨 材 の 十 分 な
隠 蔽 効 果 が 期 待 で き な い 。
　 逆 に 、 酸 化 チ タ ン の 配 合 量 が １ .５ 重 量 部 を 上 回 る と 、 濃 い 色 再 現 す る 場 合 、 液 体 顔 料
中 に お け る 顔 料 の 配 合 量 が 多 く な り 、 乾 燥 後 の 塗 面 に ク ラ ッ ク が 生 じ る な ど 、 意 匠 面 で の
影 響 が あ る 。 ま た 水 練 り 後 の 鏝 塗 り 材 の 粘 度 が 高 く な り 、 鏝 塗 り 作 業 性 も 著 し く 悪 化 し 、
コ ス ト 的 に も デ メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 液 体 顔 料 は 、 酸 化 鉄 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 、 フ タ ロ シ ア ニ ン 酸 な ど の 顔 料 成 分 を Ｍ Ｃ 、 キ
サ ン タ ン ガ ム な ど を 使 っ て 増 粘 さ せ た 水 に 対 し 、 均 一 に 分 散 さ せ た も の で あ る 。
　 液 体 顔 料 中 に 含 ま れ る 顔 料 の 配 合 割 合 が ２ ０ 重 量 ％ を 下 回 る と 、 基 本 塗 材 の 骨 材 を 隠 蔽
す る こ と が で き ず 、 鏝 塗 り 材 を 所 望 の 色 彩 に 着 色 す る こ と が で き な い も の で あ る 。
　 一 方 、 液 体 顔 料 中 に 含 ま れ る 顔 料 の 配 合 割 合 が ５ ０ 重 量 ％ を 上 回 る と 、 顔 料 が 均 一 に 分
散 せ ず 、 鏝 塗 り 材 の 塗 面 に 色 む ら が 生 じ 、 外 観 の 悪 化 を 招 く も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 基 本 塗 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 添 加 す る 液 体 顔 料 が ３ 重 量 部 を 下 回 る と 、 淡 い 色 を 再 現 す
る 場 合 、 液 体 顔 料 に 含 ま れ て い る 顔 料 の 量 も 少 な く な る の で 、 基 本 塗 材 の 骨 材 の 隠 蔽 効 果
が 期 待 で き な い 。
　 一 方 、 基 本 塗 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 添 加 す る 液 体 顔 料 が ７ 重 量 部 を 上 回 る と 、 濃 い 色 を
再 現 す る 場 合 に 酸 化 チ タ ン と 顔 料 の 総 量 が 多 く な り 、 乾 燥 後 の 仕 上 げ 面 に ク ラ ッ ク が 発 生
す る な ど 、 意 匠 面 で の 影 響 が あ る 。 ま た 水 練 り 後 の 鏝 塗 り 材 の 粘 度 が 高 く な り 、 鏝 塗 り 作
業 性 も 著 し く 悪 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 骨 材 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 す る 酸 化 チ タ ン と 顔 料 の 総 量 が ２ 重 量 部 を 下 回 る と 、 骨 材 を 隠 蔽
す る こ と が で き ず 所 望 の 色 彩 を 再 現 す る こ と が 困 難 と な る 。 逆 に 、 ５ 重 量 部 を 上 回 る と 、
水 練 り 後 の 粘 度 が 大 き く 、 鏝 塗 り 作 業 性 が 悪 化 す る と 共 に 、 乾 燥 後 の 仕 上 げ 面 に ク ラ ッ ク
が 発 生 す る な ど の 不 具 合 が 生 じ る も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 骨 材 と し て 粒 径 ０ ． ３ ～ １ ． ０ ｍ ｍ の 硅 砂 を ２ ０ ０ ０ 重 量 部 と 、 粒 径 ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ
ｍ の 炭 酸 カ ル シ ウ ム を ５ ０ ０ 重 量 部 、 粒 径 が １ ０ μ ｍ 以 下 の 酸 化 チ タ ン を ３ ０ 重 量 部 、 繊
維 状 物 質 と し て 粉 砕 パ ル プ を １ ０ 重 量 部 及 び 水 溶 性 増 粘 剤 と し て メ チ ル セ ル ロ ー ス １ ０ 重
量 部 、 合 成 樹 脂 バ イ ン ダ ー と し て 酢 酸 ビ ニ ル ベ オ バ 粉 末 再 乳 化 型 エ マ ル シ ョ ン 樹 脂 を １ ０
０ 重 量 部 加 え 、 均 一 に 混 合 し て 基 本 塗 材 を 調 製 し た 。
　 ま た 、 酸 化 チ タ ン を ７ ０ ０ 重 量 部 、 酸 化 鉄 ２ ５ ０ 重 量 部 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ５ ０ 重 量 部
を 水 １ ， ０ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 分 散 さ せ 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス ２ 重 量 部 で 増 粘 さ せ 肌 色 の 液 体
顔 料 を 調 整 し た 。
　 前 記 白 色 基 本 基 材 ５ ０ ０ ０ 重 量 部 、 前 記 液 体 顔 料 ３ ０ ０ 重 量 部 に 水 ２ ２ ０ ０ 重 量 部 を 加
水 し て 均 一 な ペ ー ス ト 状 に な る ま で 混 練 し 、 粘 度 を ３ ０ ， ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ に 調 整 し た 。
　 こ れ を 壁 面 に 鏝 塗 し 、 乾 燥 さ せ る と 「 Ａ １ ９ － ９ ０ Ｄ 」 （ 肌 色 ） の 色 彩 の 壁 面 が 再 現 出
来 た 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 例 １ に お い て 調 製 し た 基 本 塗 材 ５ ０ ０ ０ 重 量 部 に 、 酸 化 チ タ ン を １ ０ ０ 重 量 部 、 酸
化 鉄 ４ ５ ０ 重 量 部 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク １ ５ ０ 重 量 部 を 水 １ ， ０ ０ ０ 重 量 部 に 分 散 し た 液 体
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顔 料 ３ ０ ０ 重 量 部 と 水 ２ ２ ０ ０ 重 量 部 を 加 水 し 混 練 し 、 こ れ を 壁 面 に 鏝 塗 し 、 乾 燥 さ せ る
と 、 「 Ａ １ ９ － ４ ０ Ｄ 」 （ こ げ 茶 色 ） 相 当 の 色 彩 の 壁 面 が 再 現 出 来 た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 〔 比 較 例 １ 〕
　 骨 材 と し て 粒 径 ０ ． ３ ～ １ ． ０ ｍ ｍ の 硅 砂 を ２ ０ ０ ０ 重 量 部 と 、 粒 径 ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ
ｍ の 炭 酸 カ ル シ ウ ム を ５ ０ ０ 重 量 部 、 粒 径 が １ ０ μ ｍ 以 下 の 酸 化 チ タ ン を ６ ０ 重 量 部 、 繊
維 状 物 質 と し て 粉 砕 パ ル プ を １ ０ 重 量 部 及 び 水 溶 性 増 粘 剤 と し て メ チ ル セ ル ロ ー ス １ ０ 重
量 部 、 合 成 樹 脂 バ イ ン ダ ー と し て 酢 酸 ビ ニ ル ベ オ バ 粉 末 再 乳 化 型 エ マ ル シ ョ ン 樹 脂 を １ ０
０ 重 量 部 加 え 、 均 一 に 混 合 し て 基 本 塗 材 を 調 製 し た 。
　 こ の 基 本 塗 材 ５ ０ ０ ０ 重 量 部 に 、 酸 化 チ タ ン を ２ ５ ０ 重 量 部 、 酸 化 鉄 ２ ５ ０ 重 量 部 、 カ
ー ボ ン ブ ラ ッ ク ５ ０ 重 量 部 を 水 １ ， ０ ０ ０ 重 量 部 に 分 散 さ せ た 液 体 顔 料 ３ ０ ０ 重 量 部 と 、
水 ２ ２ ０ ０ 重 量 部 を 加 水 し て 混 練 し た と こ ろ 、 「 Ａ １ ９ － ９ ０ Ｄ 」 （ 肌 色 ） を 再 現 す る こ
と が で き た 。
　 一 方 、 こ の 基 本 塗 材 ５ ０ ０ ０ 重 量 部 を 使 用 し て 「 Ａ １ ９ － ４ ０ Ｄ 」 （ こ げ 茶 色 ） を 再 現
し よ う と す る と 、 酸 化 鉄 ７ ５ ０ 重 量 部 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ２ ５ ０ 重 量 部 を 水 １ ， ０ ０ ０ 重
量 部 に 分 散 さ せ た 液 体 顔 料 ６ ０ ０ 重 量 部 と 、 水 ２ ２ ０ ０ 重 量 部 を 配 合 し な け れ ば な ら ず 、
水 練 り 後 の 粘 度 が 高 く 、 鏝 塗 り 作 業 性 の 悪 い も の で あ り 、 乾 燥 後 の 塗 面 に ク ラ ッ ク が 生 じ
意 匠 性 も 悪 い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 〔 比 較 例 ２ 〕
　 骨 材 と し て 粒 径 ０ ． ３ ～ １ ． ０ ｍ ｍ の 硅 砂 を ２ ０ ０ ０ 重 量 部 と 、 粒 径 ０ ． １ ～ ０ ． ３ ｍ
ｍ の 炭 酸 カ ル シ ウ ム を ５ ０ ０ 重 量 部 、 粒 径 が １ ０ μ ｍ 以 下 の 酸 化 チ タ ン を ５ 重 量 部 、 繊 維
状 物 質 と し て 粉 砕 パ ル プ を １ ０ 重 量 部 及 び 水 溶 性 増 粘 剤 と し て メ チ ル セ ル ロ ー ス １ ０ 重 量
部 、 合 成 樹 脂 バ イ ン ダ ー と し て 酢 酸 ビ ニ ル ベ オ バ 粉 末 再 乳 化 型 エ マ ル シ ョ ン 樹 脂 を １ ０ ０
重 量 部 加 え 、 均 一 に 混 合 し て 基 本 塗 材 を 調 製 し た 。
　 酸 化 チ タ ン を ７ ０ ０ 重 量 部 、 酸 化 鉄 ２ ５ ０ 重 量 部 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク ５ ０ 重 量 部 を 水 １
０ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 分 散 さ せ 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス ２ 重 量 部 で 増 粘 さ せ 肌 色 の 液 体 顔 料 を 調
整 し た 。
　 基 本 塗 材 ５ ０ ０ ０ 重 量 部 に 対 し 、 液 体 顔 料 ６ ０ ０ 重 量 部 と 水 ２ ２ ０ ０ 重 量 部 を 加 水 し て
混 練 し 、 こ れ を 壁 面 に 鏝 塗 し 、 乾 燥 さ せ る と 、 「 Ａ １ ９ － ９ ０ Ｄ 」 （ 肌 色 ） と い う 色 彩 が
再 現 出 来 た が 、 水 練 り 後 の 鏝 塗 り 材 の 粘 度 が 高 く 、 鏝 塗 り 作 業 性 が 悪 い も の で あ っ た 。 ま
た 、 乾 燥 後 の 塗 面 に は 、 ク ラ ッ ク が 生 じ 意 匠 性 も 悪 い も の で あ っ た 。
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